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　平素より、私ども北海道労働金庫に対して、格別のお引き立てを

賜り、誠にありがたく厚く御礼申し上げます。

　当金庫は1951年の創立以来70年以上にわたり、営利を目的とせ

ず、「はたらく人たち」の金融機関として、生活者本位であることを基

本に会員・勤労者の皆さまとともに歩んできました。2022年度か

らは、長期ビジョン（～2024年度）の集大成を図る、中期経営計画

（2022～2024年度）をスタートさせ、会員・地域・利用者とのつなが

りによる「しあわせの循環」の創造をめざし、ろうきんの理念に通ず

る「共生社会の実現」と「健全経営の維持」をコアバリューに据えた

取り組みを展開しております。

　2022年度は、「共生社会の実現」に向けて、“NPOとの連携”や“つな

ぐプロジェクト寄付事業”、“協同組合組織との連携”“金融リテラ

シーの醸成”など、皆さまの協力のもと全道各地において様々な分

野で活動を進展させることができました。これからも、会員・推進

機構や同じ志をもって各地域で活動する非営利団体と手を携え、金

融面でのハブ機能の発揮を通じて、持続可能な共生社会の実現に寄

与する取り組みを展開してまいります。

　また、「健全経営の維持」においては、2023年3月期で預金残高1兆

936億円、貸出金残高8,119億円となり、いずれも計画を上回る実績と

なったほか、当期純利益や自己資本比率など主要な指標についても

安定した経営に必要な水準に達しており、今後も更なる経営基盤の

強化をめざしてまいります。

　日本経済は、様々な外的要因などにより、足下ではより不透明感

が増しています。そのような中において、当金庫は協同組織の福祉

金融機関として、これまで会員・推進機構の皆さまと共に築き上げ

てきた事業モデルを礎に、SDGsのテーマでもある「金融包摂」に通

ずる長期ビジョンの達成を目指し、会員、ご利用者の皆さまのため

に、役職員が一丸となり全力で事業活動に取り組んでまいりますの

で、引続きご理解とご協力のほどお願い申し上げます。

　結びとなりますが、当金庫の経営方針や事業の状況をご案内する

ため、ここに「北海道労働金庫ディスクロージャー誌2023」を作成い

たしました。多くの皆様にご高覧いただき、当金庫に対するご理解

をより一層深めていただければ幸いです。

� 2023年7月

ごあいさつ

理事長　出村　良平
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